
12
印刷／（株）小山オフセット印刷所 ☎ 084－922－0280

市議会  は
こちら ➡

※「ＱＲコード」は（株）デンソーウェーブの登録商標です。

常任
委員会の
視察報告

　
市
の
会
計
年
度
は
４

月
か
ら
始
ま
る
た
め
、

９
月
議
会
が
折
り
返
し

地
点
に
当
た
り
ま
す
。

今
年
も
、
年
度
後
半
に

向
け
て
の
軌
道
修
正
や

次
年
度
の
予
算
対
応
を

求
め
る
な
ど
、
一
般
質

問
や
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
例
年

ど
お
り
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波

の
中
で
行
わ
れ
た
一
般

質
問
で
は
、
関
係
者
に

も
感
染
が
及
び
、
急

き
ょ
答
弁
者
が
交
代
す

る
と
い
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
臨
場
感
を

し
っ
か
り
お
伝
え
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
紙

面
づ
く
り
に
臨
み
ま
し

た
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（

石
口
智
志
）

■
総
務
委
員
会（
８
月
２
日
～
４
日
）

船
橋
市
：
申
請
書
作
成
支
援
窓
口
（
書
か
な
い
窓
口
）

　
　
　
　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

浜
松
市
：
浜
松
科
学
館
み
ら
い
ー
ら
に
つ
い
て

兵
庫
県
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■
文
教
経
済
委
員
会（
８
月
１
日
～
３
日
）

姫
路
市
：
ユ
ニ
ー
ク
べ
ニ
ュ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
に
つ
い
て

豊
田
市
：
豊
田
市
低
炭
素
社
会
モ
デ
ル
地
区

　
　
　
　
「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」に
つ
い
て

小
田
原
市
：
小
田
原
城
の
歴
史
お
よ
び
文
化
財
の

　
　
　
　
　
保
存
、
管
理
に
つ
い
て

■
民
生
福
祉
委
員
会（
７
月
27
日
～
29
日
）

長
崎
市
：
包
括
ケ
ア
ま
ち
ん
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て

鹿
児
島
市
：
す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館「
り
ぼ
ん
か
ん
」に
つ
い
て

熊
本
市
：
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
へ
の
行
政
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
母
子
生
活
支
援
施
設
「
は
ば
た
き
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て

■
建
設
水
道
委
員
会（
８
月
１
日
～
３
日
）

大
牟
田
市
：
空
き
家
の
有
効
活
用
と
流
通
促
進
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

北
九
州
市
：
上
下
水
道
事
業
の
発
展
的
広
域
化
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

宗
像
市
：
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
船
橋
市
で
は
、
市
民
が
住
民
異
動
届
な
ど
を
記

入
す
る
こ
と
な
く
、
職
員
が
内
容
を
聞
き
取
り
な

が
ら
デ
ー
タ
入
力
す
る
申
請
書
作
成
支
援
窓
口

（
書
か
な
い
窓
口
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
市
民

に
優
し
く
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
一

方
、
入
力
に
時
間
が
か
か
り
、
繁
忙
期
に
は
対
応
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
浜
松
科
学
館
み
ら
い
ー
ら
は
、
地
元
の
産
業
・
企
業
色
が
強
く
打
ち

出
さ
れ
た
展
示
が
特
徴
的
で
、
本
市
の
子
ど
も
未
来
館
構
想
の
参
考
に

な
る
も
の
で
し
た
。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や

地
域
防
災
力
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

.

（
委
員
長　
八
杉
光
乗
）

　
姫
路
市
で
は
、
姫
路
城
な
ど
価
値
が
あ
る
特

別
な
場
所
を
企
業
等
に
利
用
開
放
し
、
市
の
魅

力
向
上
と
Ｍ
Ⅰ
Ｃ
Ｅ
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
実
例
や
課
題
を

詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
豊
田
市
は
、
２
０
０
９
年
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ
れ
、「
と

よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て
触
れ
て
学

べ
る
施
設
で
あ
り
、
水
素
で
走
る
ク
ル
マ
の
乗
車
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
小
田
原
市
は
、
小
田
原
城
天
守
閣
の
耐
震
改
修
や
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
な
ど
、
歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。.

（
副
委
員
長　
小
山
友
康
）

　
長
崎
市
で
は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
地
域
拠
点
に
お
い
て
の
認
知

症
や
終
末
医
療
な
ど
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
が
、
関
係
者
の

方
々
の
高
い
志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
市
で
は
、
子
育
て
の
不
安
や
負
担
に
応

え
る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
を
訪
れ

本
市
の
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
大
変
参
考

に
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
熊
本
市
で
は
、
匿
名
で
赤
ち
ゃ
ん
を
預
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
民
間
病
院
の
施
設
「
こ
う
の
と

り
の
ゆ
り
か
ご
」
と
行
政
の
関
わ
り
、
母
子
支
援

施
設
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。.

（
委
員
長　
石
口
智
志
）

　
大
牟
田
市
、
宗
像
市
で
は
、
人
口
減
少
や
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
大
牟
田
市
は
、
居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
し

空
き
家
の
ラ
ン
ク
付
け
や
活
用
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
宗
像
市
は
、
相
続
財
産
管
理
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、「
住す

マ

イ
む
な
か
た
」
を
設
置
し
て
各
種
連
携
先
に
つ
な
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
は
、
水
道
事
業
の
広
域
化
を
進
め
、
経
営
・
管
理
の
一
体

化
や
施
設
の
共
同
化
な
ど
多
様
な
形
態
で
他
市
町
と
連
携
し
て
お
り
、

積
極
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。.（
委
員
長　
能
宗
正
洋
）

兵庫県

鹿児島市

豊田市宗像市


